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HPEホームページより
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検証環境構成図と本書記載範囲
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Power S814

HP StoreOnce 3450
FC-HBA

FC-HBA

※FC-VTLとしてのStoreOnceの活用を
検討し、検証用にHPE社様から
StoreOnceと、対応FC-HBAを借用致
しました。
・なお同FC-HBAは、DL380Gen9用の8Gbps FC

-HBAと同じもの。

StoreOnce をFC-VTLとして利用する
場合、ライセンス（1000円（税別））
を必要とし、こちらもお借りしました。

StoreOnceには、 IBM i のサポート
があります。今回、IAでも同時に検
証を行いました。なお、IA での検証
部分は別資料にて公開しています。

本書は、IBM i でバックアップおよび
D域IPLの設定手順と動作確認結果を
記載致します。

DL380Gen9
As IA

SAN24B4
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次ページから、まずは、IBM i のシングル・モードとライブラリーモードのライブラ
リーのバックアップ、ファイルのリストア、システムバックアップの手順を確認し、
その後、Ｄ域ＩＰＬの手順をご紹介します。

なお、StoreOnceをFCケーブルでダイレクト接続した場合、D域IPLができません。
StoreOnceのデバイスはNPIVなので、NPIVをサポートするSANスイッチ
を経由することでIBM i のＤ域ＩＰＬができることが確認できました。

本書の流れ
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IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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StoreOnceにてIBM i シングルモード等価準備（テープドライブに装填）

スクロールし、移動を押
し、バックアップ用の
テープをテープドライブ
に装填します
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IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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StoreOnceにてIBM i シングルモード等価準備（テープドライブに装填）
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IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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IBM i にてシングルモードの準備（ライブラリーからテープドライブに変更）

←切り替え作業

↓切り替え作業後
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IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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IBM i にてテープ装置の初期化（INZTAPコマンド）



Copyright 2018 IGUAZU Corporation

IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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IBM i にてテープ装置の個別（LIB)のバックアップ（SAVLIBコマンド）
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IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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IBM i にてテープ装置の個別（ファイル）の復元（RSTOBJコマンド）
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IBM i バックアップ＆リストア検証（シングルモード）
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IBM i にてテープ装置でのシステムバックアップ（GO SAVEメニューの21より）
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IBM i バックアップ＆リストア検証（ライブラリーモード）
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StoreOnceにてIBM ｉ ライブラリーモード等価準備（テープドライブにテープ

を非装填状態にする）

※ＩＢＭ ｉ側にBRMSが必要。

（有償ライセンス）

テープをライブラリに戻して

置きます。



Copyright 2018 IGUAZU Corporation

IBM i バックアップ＆リストア検証（ライブラリーモード）
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IBM i にてテープ装置の初期化（INZMEDBRMコマンド）
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IBM i バックアップ＆リストア検証（ライブラリーモード）
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IBM i にてテープ装置の個別（LIB)のバックアップ（STRBKUBRMコマンド）

※事前に制御グループ
登録にて「DAILY」を
登録済み。
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IBM i バックアップ＆リストア検証（ライブラリーモード）
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IBM i にてテープ装置の個別（ファイル）の復元（GO BRMSメニューより）
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IBM i バックアップ＆リストア検証（ライブラリーモード）
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IBM i にてテープ装置でのシステムバックアップ（STRBKUBRMコマンド）
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画にNPIV構成による検証）
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StoreOnceにてIBM i シングルモード等価準備（テープドライブに装填）
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画にNPIV構成による検証）
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StoreOnceのライブラリのインターフェース情報から個々の資源の情報。

SANスイッチのName Server画面での個々の資源の情報。
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画にNPIV構成による検証）

18

HMCでVIOS環境の「仮想ストレージ」内でのNPIV用のWWPNを確認して、SAN
スイッチでゾーニング設定を行う。※HMC＆SANスイッチが前提。
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画にNPIV構成による検証）
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NPIV用に作成したのWWPNとStoreＯｎｃｅのNPIVのWWPNを使用し、
SANスイッチでゾーニング設定を行う。
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画にNPIV構成による検証）
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HMCより、D域IPLの実施

←代替再始動デバイスで仮想FCを選択

↓HMCから該当区画を起動

起動時、「手動」「D域」を選択→
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画にNPIV構成による検証）
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起動すると、“ライセンス内部コードの導入”画面が表示される

※なお本検証中、参照コードが

C2004130になった際、StoreOnce

再起動で回避できた。

（メーカー推奨手順範囲外）
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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StoreOnceにてIBM i シングルモード等価準備（テープドライブに装填）
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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HMCで該当区画に割り当てた物理FCのスロット位置を確認する
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画に物理FC構成による検証）

HMCで該当区画に割り当てた物理FCのWWPNをWRKHDWRSC *STGコマンド
より該当資源を確認を行う。
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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物理ＦＣのWWPNとStoreＯｎｃｅのNPIVのWWPNを使用し、
SANスイッチでゾーニング設定を行う。
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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HMCより、D域IPLの実施

←代替再始動デバイスで物理FCを選択

↓HMCから該当区画を起動

起動時、「手動」「D域」を選択→
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D域IPL検証（VIOS＋IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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起動すると、“ライセンス内部コードの導入”画面が表示される
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D域IPL検証（Native IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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StoreOnceにてIBM i シングルモード等価準備（テープドライブに装填）
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D域IPL検証（Native IBM i 区画に物理FC構成による検証）

HMCで該当区画に割り当てた物理FCのスロット位置を確認する
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D域IPL検証（Native IBM i 区画に物理FC構成による検証）

HMCで該当区画に割り当てた物理FCのWWPNをWRKHDWRSC *STGコマンド
より該当資源を確認を行う。
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D域IPL検証（Native IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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物理ＦＣのWWPNとStoreＯｎｃｅのNPIVのWWPNを使用し、
SANスイッチでゾーニング設定を行う。
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HMCより、D域IPLの実施

←代替再始動デバイスで物理FCを選択

↓HMCから該当区画を起動

起動時、「手動」「D域」を選択→

D域IPL検証（Native IBM i 区画に物理FC構成による検証）

32
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D域IPL検証（Native IBM i 区画に物理FC構成による検証）
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起動すると、“ライセンス内部コードの導入”画面が表示される
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更新履歴

35

内容に応じてテキストを入力してください。
日付 バージョン 更新内容

2018/2/吉日 初版 新規作成
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